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具体的質問内容（小項目） 

 

 

１．風水害における、災害対

策について 

 

 

【質問趣旨】 

 6 月から 10 月にかけて、台

風や集中豪雨など風水害が多

く発生します。 

気象庁が5月29日より運用

を始めた、大雨に関する「警

戒レベル」について、気象警

報や避難勧告などの情報が 5

段階の警戒レベルに分かれま

した。複雑な情報をわかりや

すくして住民の避難行動に繋

ぐ狙いでもあります。 

気象庁の情報に基づいた、

新たな避難情報の出し方も速

やかに準備をして運用して行

かなければなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）住民避難について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）危険箇所の点検につい 

  て 

 

 

 

 

①警戒レベル１・レベル２では「大雨・洪水注意報」が発表されるような段階です。

瀬戸市では、警戒本部の準備体制の確認などに入ると思いますが、市民の自主避

難への対応はどのように行われるのか伺う。 

②警戒レベル３になると避難に時間を要する人（ご高齢の方、障害のある方、乳幼

児等）とその支援者は避難をしましょうとなっていますが、本市の避難対応はど

のように考えているのか伺う。また、「大雨警報・洪水警報」が発表されると第１

警戒本部体制で、「暴風警報」が発表されると第２警戒本部体制になるのか併せて

伺う。 

③警戒レベル４では避難勧告が先に出され、その後にさらに危険があるとみなすと

避難指示が出されると思うが、避難指示が出されるタイミングはいつなのか伺う。 

④警戒レベル５は既に災害が発生している状況です。市民の避難場所への移動が手

遅れになった場合の対応を考えていかなければいけないと思うが見解を伺う。 

⑤避難情報はテレビ・ラジオ・安全安心情報メールなどで発信されると思うが、他

にはどのような情報発信を考えているのか伺う。 

⑥避難情報を出すときに、昼間の対応と夜間の対応を考えていかなければいけない

と思うが、対応はできているのか見解を伺う。 

 

①集落の一部が土砂災害特別警戒区域等となっている場所の基礎調査の状況はどの

ようになっているのか伺う。 

②急傾斜地崩壊危険箇所、土石流危険渓流などの対応はどのように行っているのか

伺う。 
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そこで平成23年 9月の台風

による大規模な風水害の状況

をふまえて、本市の対応につ

いて伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）避難場所について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）消防本部・消防分団・ 

地域防災リーダーに 

ついて 

 

 

 

 

 

 

①住民が自身の判断で避難をされる場合の避難所開設は、どの時点で判断し実行す

るのか伺う。 

②想定外の人数に対する避難誘導方法について、現状の考え方を伺う。 

 

③避難所が開設されその運営において、市職員の配備及び対応はどのようにされて

いるのか伺う。 

④防災倉庫は各自治会に設置されているものと、本市が設置をしているものとあり、

個々の備蓄財は場所等によって、量・内容が異なっていると思うが、現状をどの

ように考えているのか、また、常に改善をしているのか伺う。 

⑤地震災害と風水害とは、避難所における食料や飲料水の支給は異なると思うが、

風水害においての対応はどのように考えているのか伺う。 

⑥孤立集落が発生した場合に本市はどのような対策をしていくのか伺う。 

⑦孤立する恐れのある集落は想定されているのか、またその場合の避難所は確保さ

れているのか、また備蓄品の整備はされているのか伺う。 

⑧帰宅難民が発生する可能性があると思うが、対策は考えているのか伺う。 

 

①風水害における、消防本部・消防分団・防災リーダーの役割とは何か、また、各

組織との連携体制はどのようにしているのか伺う。 

②自治会と本市との連携は取れているのか伺う。 
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（５）本市の広報運営につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①市民からの災害通報及び問い合わせは一箇所に集約できないのか。また、被災通

報を素早く集約して、担当部署に連絡をする体制は整っているのか伺う。 

②災害現場の確認・情報収集をするシステムは現在整っているのか伺う。 

③市民の方に風水害時の避難マニュアルなどの配布・周知などは、どのようにされ

ているのか伺う。 

④今後、市民を対象とした風水害における災害避難訓練、または避難講習会を行う

べきと思うが見解を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


